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高輝度化を可能とする分散型ＥＬペーパーデバイスの実現 

High luminance powder EL device on cellulose nanopaper substrate 
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分散型 Electroluminescence(EL)は、印刷プロセスのみで作製可能な平面発光素子である。従来の紙基

板を使った分散型 EL では、その基板の透過率の低さから、発光の取り出し効率の改善が必要であった

1)。この問題を解決するために、我々は、優れた透過率を有する cellulose nanopaper(CNP)に着目し、ボ

トムエミッション構造の分散型 EL を設計した。また、従来デバイスと比較するため、トレーシングペ

ーパーおよび Polyethylene naphthalate(PEN)フィルム基板上に分散型 ELを構築し、EL特性を評価した。 

それぞれの基板の直線透過率を示す(Fig. 1)。波長

500 nm におけるトレーシングペーパー基板の透過

率は 2.0%であったのに対し、CNP 基板は 88%と大

幅な透過率の向上が認められた。また、同波長の

PEN 基板の透過率は 83%と、CNP 基板の方が優れ

た透過率を示すことが明らかとなった。これは、

CNP を形成するセルロース繊維がナノサイズに解

繊されることで、内部空隙および表面での光散乱を

抑制したためと考えられる。この結果より、光の取

り出し効率改善による分散型 EL の高輝度化が示唆

された。 

 Fig. 2 に、±170 V , 1.2 kHz の交流電圧印加時に

おけるそれぞれの素子の EL スペクトルを示す。全

ての素子のELスペクトルのピークは 500 nm付近に

あり、CNP 基板の EL 強度はトレーシングペーパー

基板と比較して約 2 倍を示した。さらに、CNP 基板

は PEN 基板と同等の EL 強度となった。これは、基

板の光の取り出し効率改善により分散型 EL が高い

輝度を示したと考えられる。 

1) N. Takeda, S. Tsuneyasu, T. Satoh, Electron. Lett., 56, 144 (2020). 

Fig. 2 EL spectra of powder EL devices on 

each paper substrates under the application 

of ±170 V at AC voltage of 1.2 kHz 

Fig. 1 Optical transmittance spectra of  

each paper substrates 

 

400 500 600 700 800
0

200

400

600

800

 

 

E
L

 i
n

te
n

s
it
y

Wavelength (nm)

 CNP

 Tracing paper

 PEN film

第68回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2021 オンライン開催)19p-Z26-9 

© 2021年 応用物理学会 12-256 13.8

mailto:toshi@mega.t-kougei.ac.jp

